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10 月 26 日（木）　講演会場A

Plenary Lecture 1� 共催：日本メジフィジックス株式会社
	 8:00 〜 9:00	 司会：伊東　秀文　和歌山県立医科大学　神経内科学講座
	 	 	 冨山　誠彦　青森県立中央病院　神経内科

	  DAT SPECT

Plenary Lecture 2� 共催：協和発酵キリン株式会社
	 9:00 〜 10:00	 司会：菊地　誠志　国立病院機構北海道医療センター
	 	 	 小野寺　理　新潟大学脳研究所　神経内科

	  ガイドライン

Plenary Lecture 3� 共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社
	 10:15 〜 11:15	 司会：平田　幸一　獨協医科大学　神経内科
	 	 	 豊島　　至　国立病院機構 あきた病院

	  パーキンソン病のうつ・不安

PL1-1	 DAT-SPECT 健常者データベースの構築
	 　松田　博史　国立精神・神経医療研究センター脳病態統合イメージングセンター

PL1-2	 神経病理からみたドパミン神経の変性と老化
	 　吉田　眞理　愛知医科大学加齢医科学研究所

PL2-1	 パーキンソン病ガイドライン
	 　波田野　琢　順天堂大学医学部神経学講座

PL2-2	 脊髄小脳変性症・多系統萎縮症診療ガイドライン
	 　髙橋　祐二　国立精神・神経医療研究センター

PL3-1	 パーキンソン病のうつ・不安
	 　柏原　健一　岡山旭東病院　神経内科

PL3-2	 ＣＢＴ  心理的アプローチ入門
	 　堀越　　勝　国立精神・神経医療研究センター　認知行動療法センター
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コーヒーブレイク
	 15:30 〜 16:00	

Plenary Lecture 5� 共催：大日本住友製薬株式会社
	 14:30 〜 15:30	 司会：葛原　茂樹　鈴鹿医療科学大学　大学院医療科学研究科・看護学部看護学科
	 	 	 久野　貞子　啓信会京都きづ川病院　パーキンソン病・神経難病センター

	  衝動制御障害とドパミン系

Plenary Lecture 4� 共催：エーザイ株式会社
	 13:30 〜 14:30	 司会：祖父江　元　名古屋大学大学院医学系研究科
	 	 	 下濱　　俊　札幌医科大学医学部神経内科学講座

	  レビー小体病の認知機能障害

ランチョンセミナー1� 共催：アッヴィ合同会社
	 12:15 〜 13:15	 司会：永井　将弘　愛媛大学医学部附属病院　臨床研究支援センター
	 	 	 大江田知子　国立病院機構宇多野病院　臨床研究部

	  レボドパ・カルビドパ経腸用液（LCIG）療法の有用性と課題 〜実臨床からの考察〜

LS1-1	 Device-Aided Therapy における LCIG 療法の役割
	 　下　　泰司　順天堂大学医学部　脳神経内科

LS1-2	 進行期パーキンソン病の新たな治療法〜消化器外科医の立場から〜
	 　石橋　雄次　順天堂大学医学部　消化器・低侵襲外科

PL4-1	 レビー小体病の認知機能障害
	 　武田　　篤　国立病院機構　仙台西多賀病院

PL4-2	 背景病理のいろいろ
	 　秋山　治彦　横浜市立脳卒中・神経脊椎センター

PL5-1	 衝動制御障害とドパミン系
	 　曽良　一郎　神戸大学大学院医学研究科　精神医学分野

PL5-2	 パーキンソン病の衝動制御障害 update
	 　渡辺　宏久　名古屋大学脳とこころの研究センター、名古屋大学神経内科
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Plenary Lecture 6� 共催：グラクソ・スミスクライン株式会社
	 16:00 〜 17:00	 司会：𠮷井　文均　�社会福祉法人　恩賜財団済生会支部神奈川県済生会平塚医療福祉

センター
	 	 	 林　　明人　�順天堂大学医学部附属浦安病院リハビリテーション科・医学部脳

神経内科

	  パーキンソン病医療のパラダイムシフト

Plenary Lecture 7� 共催：武田薬品工業株式会社メディカルアフェアーズ部
	 17:00 〜 18:00	 司会：中島　健二　独立行政法人国立病院機構松江医療センター
	 	 	 鈴木　則宏　慶應義塾大学医学部神経内科

	  パーキンソン病と自動車運転

PL6-1	 パーキンソン病と緩和ケア
	 　山本　光利　高松神経内科クリニック

PL6-2	 リハビリの立場から
	 　市川　　忠　埼玉県総合リハビリテーションセンター

PL7-1	 運転の安全性—診察室でのアドバイスと根拠
	 　野元　正弘　愛媛大学医学部附属病院　薬物療法・神経内科

PL7-2	 自動車運転を考慮した日常診療
	 　一杉　正仁　滋賀医科大学社会医学講座法医学部門


